
ICA「協同組合の10年に向けた 
  ブループリント」を学び、考える 

第15回京都の生協活動を豊かに発展させる協議会（略称KSK） 

日時 

 2015年 1 月 20 日(火) 13:30～16:00 

場所 

せいきょう会館4階 第1会議室 

京都市・中京区烏丸夷川東南角 

地下鉄丸太町駅⑦番出口 南へ3分 

■報告「ICA協同組合の10年に向けたブループリント」 

 講師：栗本 昭 氏 
        公益財団法人生協総合研究所理事   
■会員報告 

 会員生協、関係団体の取組みから 

■協議・意見交換 

 これからの生協のあり方や活動についても、参加者みんなで考えます。 

京都府生活協同組合連合会 

どなたでも参加頂けます 

栗本昭さんのプロフィール 
・公益財団法人生協総合研究所理

事および連帯社会研究交流セン

ター副センター長。 

・2001～2005年に国際協同組

合同盟（ICA）調査委員会委員長

をつとめ，現在はICAアジア太平

洋調査委員会副委員長，ICA原則

委員会委員，ICA世界協同組合モ

ニター運営委員。 

 

内容 

TEL ： 075-251-1551 FAX：075-251-1555 
Mail:Kyotofu.Seikyoren@ma2.seikyou.ne.jp 

申込者氏名  所属生協 備考 

 2012国際協同組合年を記念して開催された国際協同組合同盟（ＩＣ
Ａ）の臨時総会で「協同組合の10年に向けたブループリント」が提起され
ました。ＩＣＡはブループリントを「協同組合による事業を新たなレベル
に引き上げる世界的運動の起点である」とし、2020年までの10年間の指
針であるとしています。 

 今回は翻訳者でもある栗本昭氏にブループリントの背景や内容について
お話し頂き、会員生協の実践とあわせて、これからの生協の姿について意
見交換する場にしたいと考えています。 

 

主催 


